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一般質問（5）・常任委員会の主な審査状況

市
民
参
加
条
例
が
施
行
さ
れ

て
1
年
が
過
ぎ
た
。
生
活
者
ネ

ッ
ト
の
市
民
参
加
体
験
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
職
員
研
修
の
必

要
や
市
民
公
募
の
選
考
方
法
が

不
透
明
等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

条
例
第
26
条
の「
条
例

の
検
証
」は
市
民
参
加
の
第
三

者
機
関
を
設
置
し
て
行
う
べ
き
。

現
時
点
で
は
そ
の
考
え

は
な
い
。市

民
参
加
で
策
定
し
た

条
例
の
検
証
は
行
政
だ
け
で
な

く
市
民
と
協
働
で
行
う
べ
き
。

新
市
建
設
計
画
の
見
直
し

見
直
し
内
容
は
い
つ
市

民
に
示
す
の
か
。

総
合
計
画
、
初
年
度
の

実
施
計
画
に
集
約
さ
れ
る
の
で

3
月
議
会
の
前
に
議
会
に
は
説

明
し
た
い
。

今
回
の
見
直
し
で
、
合

併
特
例
債
は
、
保
谷
駅
南
口
再

開
発
事
業
に
は
使
え
る
の
か
。

実
施
計
画
の
事
業
が
再

開
発
の
保
留
床
に
移
設
で
き
れ

ば
そ
の
部
分
は
対
応
可
能
。

合
併
特
例
債
は
緑
地
確

保
を
最
優
先
に
使
う
べ
き
。

化
学
物
質
の
汚
染
対
策

化
学
物
質
過
敏
症
の
未
然
防

止
に
向
け
自
治
体
の
排
出
削
減

が
急
が
れ
る
。

害
虫
駆
除
剤
、
床
ワ
ッ

ク
ス
、
合
成
洗
浄
剤
等
の
化
学

物
質
使
用
状
況
の
把
握
は
、
所

管
ご
と
で
な
く
一
元
化
せ
よ
。

努
力
し
た
い
。

神
経
毒
性
の
強
い
有
機

リ
ン
剤
等
は
使
う
な
。

移
動
困
難
者
の
外
出
支
援
に
つ

い
て

難
病
の
た
め
遠
く
の
病

院
ま
で
通
院
せ
ざ
る
を
得
な
い

人
が
お
り
、
そ
の
交
通
費
が
莫

大
な
金
額
に
な
っ
て
い
る
。
難

病
通
院
者
に
手
当
金
を
支
給
す

る
事
業
を
武
蔵
野
市
で
や
っ
て

い
る
が
、
本
市
で
も
検
討
し
な

い
か
。

研
究
す
る
。

障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て

障
害
者
自
身
が
障
害
者

の
支
援
を
で
き
る
よ
う
な
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
検
討
し

な
い
か
。都

の
地
域
自
立
支
援
生

活
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
身
体
障

害
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
知
的
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

も
多
い
の
で
、
両
者
を
並
立
し

て
展
開
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

学
校
図
書
館
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
調
べ
学
習

を
も
っ
と
支
援
す
べ
き
と
考
え

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
活
用

し
、
必
要
と
す
る
本
や
情
報
を

検
索
し
て
子
ど
も
に
与
え
る
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い

る
か
。

学
校
図
書
館
か
ら
公
立

図
書
館
へ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
検
索
で
き
る
よ
う
に

は
な
っ
て
い
る
。

企
画
総
務
委
員
会

「
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

【
説
明
】
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、

課
税
・
非
課
税
証
明
な
ど
証
明

等
交
付
手
数
料
、
閲
覧
手
数
料

及
び
許
認
可
手
数
料
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

【
質
疑
応
答
】
改
正
は
、
主
に

現
行
150
円
の
手
数
料
を
200
円
に

改
定
す
る
も
の
だ
が
、
影
響
額

の
内
訳
と
し
て
は
、
証
明
書
等

交
付
手
数
料
が
1
千
500
万
円

増
、
閲
覧
手
数
料
が
200
万
円
増

と
な
る
見
込
み
で
、
件
数
の
多

い
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
課

税
・
非
課
税
証
明
が
大
き
な
割

合
を
占
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

【
説
明
】
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
般

職
の
職
員
の
給
料
を
月
額
平
均

2
千
922
円
、
期
末
手
当
を
年
間

0
・
25
カ
月
引
き
下
げ
、
交
通

機
関
利
用
者
の
通
勤
手
当
を
6

カ
月
定
期
券
等
の
価
格
に
よ
る

年
2
回
の
一
括
支
給
と
す
る
。

今
回
の
給
与
改
定
に
よ
り
職
員

1
人
当
た
り
平
均
年
額
15
万
9

千
円
ほ
ど
の
減
額
に
な
る
。

【
質
疑
応
答
】
今
回
の
給
与
改

定
に
伴
う
影
響
額
の
総
額
は
約

2
億
円
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

文
教
委
員
会

「
市
立
中
学
校
に
お
い
て
学
校

給
食
法
に
基
づ
く
完
全
給
食
の

実
施
を
求
め
る
請
願
」

「
市
立
中
学
校
に
お
い
て
学
校

給
食
法
に
の
っ
と
っ
た
給
食
の

実
施
を
求
め
る
請
願
」

【
説
明
】
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
平
成
14
年
8
月
か
ら
弁
当

外
注
方
式
を
2
校
で
試
行
し
、

平
成
15
年
9
月
か
ら
残
る
7
校

で
も
始
め
た
ば
か
り
。
当
面
現

在
の
方
式
を
続
け
、
検
証
し
て

い
き
た
い
。
中
学
校
給
食
は
、

青
嵐
中
学
校
だ
け
な
く
、
全
体

の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質
疑
応
答
】
青
嵐
中
学
校
の

建
て
か
え
で
は
、
将
来
的
に
多

目
的
室
を
学
校
給
食
用
に
転
用

可
能
で
あ
る
。

【
結
果
】「
早
急
に
全
体
計
画
を

策
定
す
る
中
で
願
意
に
沿
う
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見

を
付
し
て
趣
旨
採
択

「
西
東
京
市
教
育
計
画
（
教
育

プ
ラ
ン
21
）
策
定
に
際
し
一
般

市
民
の
意
見
表
明
の
機
会
を
求

め
る
陳
情
」

【
説
明
】
市
民
参
加
条
例
に
基

づ
く
手
続
と
し
て
教
育
計
画
策

定
懇
談
会
を
設
置
し
て
お
り
、

そ
の
意
見
交
換
の
中
で
、
市
民

代
表
と
し
て
議
論
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
市
民
の
意
見

交
換
会
は
必
要
な
い
と
い
う
結

論
と
な
っ
た
。

【
質
疑
応
答
】
今
回
の
よ
う
な

陳
情
が
出
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
市
民
と
の
協
力
関
係
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
考
え
る
。
市
民
参
加
条
例

に
定
め
る
手
続
と
し
て
懇
談
会

を
設
置
し
て
お
り
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
検
討
を
進
め
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。

懇
談
会
で
市
民
説
明
会
を
行

う
の
か
、
時
期
を
ど
う
す
る
の

か
に
つ
い
て
は
、
懇
談
会
の
意

見
を
尊
重
す
る
が
、
ま
だ
そ
こ

ま
で
協
議
が
進
ん
で
い
な
い
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

厚
生
委
員
会

「
児
童
保
育
費
用
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
子
ど
も
福
祉
審
議
会

に
諮
問
し
得
た
答
申
に
基
づ

き
、
保
育
料
の
見
直
し
を
行
う

も
の
。
改
定
は
2
カ
年
を
か
け

て
行
う
た
め
、
初
年
度
は
半

分
、
改
定
率
で
9.2
％
、
1
人
当

た
り
月
平
均
約
1
千
290
円
の
増

と
な
る
。

【
質
疑
応
答
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、

審
議
に
は
保
護
者
代
表
も
加
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
。

子
育
て
支
援
に
は
、
事
業
基

盤
整
備
と
経
済
的
負
担
の
緩
和

の
2
通
り
が
あ
る
と
思
う
が
、

全
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
基
盤
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

基
盤
整
備
を
図
る
こ
と
が
第
一

だ
と
考
え
て
い
る
。

入
所
基
準
に
つ
い
て
は
見
直

し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
公

費
負
担
の
あ
り
方
は
、
子
育
て

家
庭
間
の
受
益
と
負
担
の
公
平

性
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

【
意
見
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
行
う
べ
き
だ
。
出
生
率
を

引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
と
き
に

保
育
料
の
値
上
げ
は
ど
う
か
。

公
設
民
営
形
式
の
展
開
が
今

後
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

経
過
措
置
に
つ
い
て
、
2
年

で
は
負
担
感
が
大
き
い
。
5
年

な
い
し
3
年
と
し
な
け
れ
ば
、

理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
。

現
状
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
に
は
一
定
程
度

の
料
金
見
直
し
は
妥
当
。
1
割

に
満
た
な
い
負
担
増
は
、
待
機

児
そ
の
他
の
私
立
等
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
々
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
れ
ば
妥
当
な
水
準
。

【
結
果
】
経
過
措
置
を
2
年
か

ら
3
年
に
1
年
延
長
し
、
各
年

度
の
保
育
料
改
定
額
と
の
差
額

を
ほ
ぼ
均
等
化
す
る
議
案
訂
正

が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

建
設
環
境
委
員
会

「
公
害
苦
情
処
理
制
度
活
用
不

備
に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
準
住
居
地
域
に
お
け

る
飲
食
店
の
深
夜
営
業
は
、
周

辺
住
環
境
の
悪
化
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
行
政
勧
告
制
度
の

適
用
に
つ
い
て
議
会
審
議
を
。

【
質
疑
応
答
】
行
政
勧
告
制
度

は
法
律
上
存
在
し
な
い
が
、
東

京
都
条
例
に
基
づ
き
、
市
長
が

必
要
に
応
じ
て
指
導
勧
告
等
を

行
う
こ
と
が
可
能
か
、
今
後
も

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。
た
だ

し
、
民
民
間
の
争
い
で
も
あ
る

の
で
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
間

で
の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が

好
ま
し
い
。
市
と
し
て
は
そ
の

側
面
か
ら
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
状
に
お

い
て
は
精
い
っ
ぱ
い
の
対
応
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

「
東
伏
見
駅
（
北
口
・
南
口
）

周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
一
時

利
用
料
金
の
値
下
げ
と
自
転
車

置
き
場
に
屋
根
を
つ
け
る
こ
と

な
ど
を
求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
東
伏
見
駅
周
辺
の
有

料
駐
輪
場
の
一
時
利
用
料
金
に

つ
い
て
、
現
行
150
円
を
100
円
に

し
、
屋
根
を
設
置
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

【
質
疑
応
答
】
整
備
時
期
、
施

設
内
容
等
か
ら
旧
両
市
間
に
格

差
が
生
じ
て
い
る
形
と
な
っ
て

い
る
。
財
団
法
人
自
転
車
整
備

セ
ン
タ
ー
が
管
理
・
運
営
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
協

議
中
で
あ
る
。
定
期
利
用
料
金

ま
で
を
一
括
し
て
改
定
す
る
の

は
難
し
い
が
、
一
時
利
用
料
金

に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
値
下

げ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
回
答
を
得
て
い
る
。

【
結
果
】「
条
件
整
備
を
進
め
る

中
で
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
を
付
し

て
趣
旨
採
択

市
民
参
加
条
例
の
検
証

新
市
建
設
計
画
の
見
直
し

渡
辺
　
嘉
津
子
（
生
ネ
）

難
病
通
院
に
か
か
る
交
通
費
は

深
刻
な
問
題
、
軽
減
策
の
検
討
を

保
谷
　
七
緒
美
（
生
ネ
）

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況

企
画
総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

保
谷
駅
南
口
再
開
発
事
業

第
Ⅱ
街
区
に
公
共
施
設

を
配
置
す
る
方
針
転
換
は
新
た

な
公
費
負
担
と
な
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
転
換
に
至
る
幾
つ
か
の
選

択
肢
に
基
づ
い
た
財
政
負
担
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
議
会

だ
け
で
な
く
市
民
に
も
示
せ
。

3
月
の
特
別
会
計
設
置

に
向
け
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
。

再
開
発
の
よ
う
な
後
年

度
に
大
き
な
負
担
を
も
た
ら
す

公
共
事
業
の
決
定
過
程
に
こ
そ

市
民
参
加
が
重
要
。
公
共
施
設

の
あ
り
方
も
含
め
、
市
民
参
加

の
検
討
委
員
会
の
設
置
を
。

再
開
発
は
あ
く
ま
で
も

地
権
者
の
協
力
を
求
め
る
も

の
。
情
報
を
よ
り
よ
く
出
し
て

い
く
行
政
の
責
務
は
あ
る
が
、

市
民
参
加
は
難
し
い
。

都
営
住
宅
跡
地
の
活
用

新
町
、
住
吉
町
の
都
住

跡
地
の
公
園
化
に
向
け
た
課
題

は
何
か
。
住
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
都
に
求
め
る
か
。

市
の
緑
の
保
全
に
大
き

く
関
与
し
て
く
る
の
で
、
的
確

な
対
応
を
し
た
い
。
将
来
の
公

園
化
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
明
確
な
お
答
え
は
で
き
な
い
。

説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
機
会

を
見
て
都
に
要
望
し
て
み
た
い
。

特
別
支
援
教
育
へ
の
市
民
参
加

市
の
検
討
機
関
に
障
が

い
児
の
保
護
者
、
通
常
学
級
の

教
師
、
保
護
者
の
参
加
を
。

保
護
者
、
市
民
参
加
の

検
討
機
関
を
ぜ
ひ
設
置
し
た
い
。

保
谷
駅
南
口
再
開
発
は

情
報
公
開
と
パ
ブ
コ
メ
の
実
施
を

森
下
　
典
子
（
生
ネ
）

質
問

答
弁

要
望

質
問

答
弁

質
問

答
弁

要
望

質
問

答
弁

要
望

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

写
真
は
、
け
や
き
小
学
校
新
校
舎




